
大
名
美
恵
子
議
員

「
資
源
物
の

量
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
ゴ
ミ
の
出

し
方
が
わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
、
「
月
２
回
の
収

集
で
は
大
き
な
ゴ
ミ
袋
の
置
場
に
苦

慮
す
る
」
、
「
自
治
会
に
入
る
資
源

ご
み
報
奨
金
が
減
っ
て
い
る
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

村
民
の
ご
み
排
出
量
の
傾
向
を
把

握
し
、
資
源
ご
み
収
集
の
充
実
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

村
民
生
活
部
長

近
年
の
収
集
量
は
、
概
ね
９
千
５

０
０
ｔ
前
後
で
推
移
。
平
成
２
９
年

度
と
３
０
年
度
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

一
方
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
回
収
量
は
減
少
傾

向
。
資
源
物
が
可
燃
ご
み
に
混
入
し

て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
買
い
物
の
つ
い
で
に
出
す

こ
と
が
で
き
る
大
型
店
舗
の
店
頭
回

収
は
、
利
便
性
が
高
く
村
の
回
収
減

少
へ
の
影
響
が
推
測
で
き
る
。

村
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

に
加
え
、
住
民
の
利
便
性
向
上
の
た

め
に
、
常
設
型
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
設
置
を
検
討
し
た
い
。

な
お
、
資
源
物
の
収
集
回
数
は
、

最
大
月
４
回
ま
で
、
地
域
の
ご
要
望

に
よ
り
設
定
。
現
在
月
２
回
の
地
域

で
も
月
４
回
に
増
や
す
こ
と
は
可
能
。

大
名
美
恵
子
議
員

改
め
て
資
源

ご
み
回
収
の
意
義
を
全
村
民
に
浸
透

す
る
こ
と
や
、
村
、
村
民
、
販
売
事

業
者
な
ど
で
、
ご
み
減
量
の
た
め
の

協
議
の
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

村
民
生
活
部
長

資
源
物
回
収
の

意
義
や
、
村
の
ご
み
処
理
に
関
す
る

現
状
等
に
つ
い
て
よ
り
積
極
的
に
情

報
提
供
を
行
っ
て
い
く
。

協
議
の
場
に
つ
い
て
は
現
時
点
で

は
設
け
て
お
ら
ず
、
今
後
も
未
定
。

ま
ず
は
店
頭
回
収
等

の
状
況
調
査
を
行
い

た
い
。

大
名
美
恵
子
議
員

安
全
対
策
を
ふ
く

め
、
今
何
が
求
め
ら

れ
て
い
る
の
か
具
体

的
に
し
、
誰
も
が
安

心
し
て
生
き
ら
れ
る

制
度
の
充
実
、
犯
罪

の
な
い
社
会
の
た
め

に
国
や
関
係
機
関
に

声
を
上
げ
る
こ
と
が

必
要
で
は
な
い
か
。

教
育
長

痛
ま
し

い
事
故
・
事
件
が
起

き
て
い
る
。
教
育
現

場
・
行
政
・
地
域
・

関
係
機
関
が
連
携
し

た
安
全
対
策
が
求
め

ら
れ
る
。

<

小
・
中
学
校>

教
育
委
員
会
か
ら
、

警
察
や
青
少
年
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
の
関
係

機
関
に
対
し
、
パ
ト

ロ
ー
ル
強
化
な
ど
を

あ
ら
た
め
て
依
頼
。

見
守
り
活
動
や
立

哨
活
動
の
強
化
を
地

域
や
保
護
者
に
依
頼
。

<

児
童
・
生
徒>

「
防
犯
ベ
ル
が
使
え
る
か
ど
う
か

の
確
認
」
、
「
い
か
の
お
す
し
の
確

認
」
、
「
何
か
あ
っ
た
と
き
は
近
く

の
商
店
等
に
逃
げ
込
む
」
な
ど
の
、

危
険
回
避
の
た
め
の
指
導
を
行
う
。

<

保
護
者>

学
校
や
地
域
で
の
対
応
、
家
庭
で

の
指
導
な
ど
今
で
き
る
安
全
対
策
を

確
認
。

<

保
育
所
・
幼
稚
園>

「
園
外
活
動
の
重
要
性
か
ら
、
園

外
活
動
等
の
外
出
時
に
は
、
保
育
士

が
こ
ど
も
た
ち
の
列
の
前
後
と
真
ん

中
に
つ
き
、
こ
ど
も
た
ち
の
動
き
や

交
通
状
況
を
把
握
で
き
る
配
置
に
つ

く
。
歩
道
を
歩
く
際
の
注
意
事
項
を

確
認
。

<

公
立
・
私
立
の
全
て
の
保
育
・

教
育
施
設>

園
外
活
動
の
際
の
移
動
経
路
の
安

全
性
や
職
員
体
制
な
ど
を
再
確
認
し

安
全
対
策
を
徹
底
。

今
後
も
、
想
定
外
の
事
件
・
事
故

が
起
こ
る
可
能
性
に
つ
い
て
認
識
し
、

教
育
現
場
、
家
庭
、
地
域
、
行
政
が

連
携
し
、
今
で
き
る
最
善
の
安
全
対

策
に
努
め
る
。

大
名
美
恵
子
議
員

今
回
の
よ
う

な
事
案
は
、
教
育
委
員
会
や
子
育
て

支
援
課
だ
け
で
は
ど
う
に
も
で
き
な

い
面
が
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
を
守
る

た
め
に
、
近
隣
の
教
育
委
員
会
等
と

も
連
携
し
つ
つ
、
国
や
関
係
機
関
に

意
見
や
要
望
を
あ
げ
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

今
後
、
教
育
長
会
議
等

の
場
面
で
、
情
報
を

共
有
し
、
連
携
強
化

に
努
め
て
い
き
た
い
。

資
源
物
の
分
別
収
集
の
意
義
を
、
再
確
認

し
て
み
ま
せ
ん
か
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本
村
の
資
源
物
分
別
回
収
は
、
２
０
０
０
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
約
２
０
年
が
経
過
す
る

に
あ
た
り
、
分
別
収
集
の
意
義
の
再
確
認
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、

何
よ
り
ゴ
ミ
の
減
量
化
推
進
が
大
切
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
間
、
幼
児
や
児
童
が
ま
き
こ
ま
れ
る
事
故
・
事
件
が
頻
発
し
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が

一
方
的
に
断
た
れ
る
こ
と
に
、
多
く
の
方
が
胸
を
い
た
め
て
い
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
希
望
を
も
っ
て
生
き
ら
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
村
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。

◇戦争法は廃止に

◇東海第二原発は廃炉に

◇日本国憲法が息づく社会を
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保育所・幼稚園及び学校生活の安全確保策を
村：教育長会議等で情報を共有し、連携強化に努めていきたい

【一
般
質
問
か
ら
】

資
源
ご
み
回
収
の
充
実
を
は
か
っ
て
は

ど
う
か

村
：
常
設
型
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
検
討

待機児ゼロをめざして、村立村営保育所の

新設にかかる補正予算を可決
臨時議会開会

8月20日

今
、
全
国
で
保
育

所
不
足
が
深
刻
で
す
。

日
本
共
産
党
は
、

保
育
水
準
を
確
保
し

な
が
ら
、
認
可
保
育

所
を
全
国
３
０
万
人

分
の
増
設
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

本
村
の
今
年
４
月

１
日
時
点
の
「
入
所

待
ち
」
児
童
は
８
４

人
。
内
待
機
児
童
は

９
人
で
す
。

村
は
、
０
・
１
・

２
歳
児
限
定
で
保
育

す
る
民
間
の
「
小
規

模
保
育
」
事
業
所
の

誘
致
を
め
ざ
し
て
き

ま
し
た
が
、
こ
の
場

合
、
３
歳
児
か
ら
の

保
育
の
場
の
確
保
が

必
要
で
す
。

加
え
て
今
年
１
０

月
か
ら
予
定
さ
れ
る

保
育
料
無
償
化
も
考

慮
し
た
結
果
、
保
育

所
新
設
の
必
要
性
が

高
ま
っ
た
と
の
こ
と

です。
設置場所 ： 役場敷地内

保育対象 ： ０～５歳児 定数：９３人

職員数 ： １７人

給食 ： 調理部門の民間委託

建設方法 ： １０年間のリース

保育開始 ： ２０２０年５月１日

リース契約のための
債務負担行為 ４億５６３９万円



規
制
委
員
会
の
新
規
制
基
準
は
、

「
ど
ん
な
事
態
に
な
っ
て
も
放
射
性

物
質
を
大
気
に
放
出
し
な
い
」
と
い

う
技
術
の
基
準
で
は
な
く
、
最
悪
の

場
合
に
は
、
フ
ィ
ル
タ
付
き
ベ
ン
ト

装
置
を
使
用
し
て
、
放
射
性
物
質
を

大
気
に
出
す
と
い
う
、
本
来
絶
対
許

さ
れ
な
い
は
ず
の
基
準
で
す
。

こ
れ
で
は
、
住
民
の
安
全
を
守
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

む
し
ろ
今
の
原
発
技
術
で
は
、
大

事
故
が
想
定
で
き
る
か
ら
「
対
策
工

事
」
と
「
避
難
計
画
」
の
策
定
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
る
訳
で
す
。

こ
の
事
に
対
し
村
長
は
、
「
原
子

力
規
制
庁
が
、
新
規
制
基
準
を
満
た

し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
絶
対
的
な
安

全
性
が
確
保
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、

原
子
力
の
安
全
は
常
に
見
直
し
て
、

よ
り
高
い
レ
ベ
ル
を
目
指
し
て
い
く

べ
き
も
の
だ
』
と
い
う
趣
旨
の
考
え

を
示
し
て
い
る
事
は
承
知
し
て
い
る
。

そ
の
趣
旨
・
考
え
方
等
に
関
し
て
、

機
会
を
捉
え
て
、
関
係
省
庁
な
ど
と

意
見
交
換
し
て
ま
い
り
た
い
。

手
法
と
し
て
は
、
一
昨
年
６
月
の

「
原
子
力
所
在
地
域
首
長
懇
談
会
」

で
行
っ
た
、
内
閣
府
や
原
子
力
規
制

庁
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
幹
部
職

員
と
の
意
見
交
換
が
考
え
ら
れ
る
」

と
述
べ
て
い
ま
す
。

真
に
必
用
な
ら
一
日
も
早
く
、
意

見
交
換
の
場
設
定
を
行
う
べ
き
で
す
。

Ｌ
１
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
法

が
確
立
し
て
い
な
い
！

ま
た
、
原
電
は
今
年
３
月
に
、
東

海
発
電
所
の
解
体
作
業
に
つ
い
て
３

回
目
の
延
期
手
続
き
を
行
い
、
原
子

炉
領
域
等
の
解
体
撤
去
や
，
放
射
性

廃
棄
物
の
処
理
処
分
を
２
０
３
０
年

度
（
令
和
１
２
年
度
）
ま
で
に
終
え

る
と
し
ま
し
た
。

要
因
は
、
原
子
炉
領
域
を
解
体
し

た
際
に
出
る
Ｌ
１
放
射
性
廃
棄
物
＝

放
射
能
レ
ベ
ル
が
比
較
的
高
い
も
の

の
処
分
に
関
す
る
規
制
の
具
体
化
が
、

国
（
原
子
力
規
制
委
員
会
）
に
お
い

て
重
要
課
題
と
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る

た
め
の
よ
う
で
す
。

こ
う
し
た
も
と
で
東
海
第
二
原
発

を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、

新
た
に
行
き
場
の
な
い
廃
棄
物
を
増

や
す
だ
け
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
も

東
海
第
二
原
発
は
再
稼
働
し
て
は
な

ら
い
と
い
う
事
が
明
ら
か
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

「
原
発
を
動
か
し
な
が
ら
処
分
方

法
を
研
究
し
確
立
さ
せ
る
」
な
ど
の

手
法
は
、
今
後
絶
対
に
許
さ
れ
る
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

村
長
は
所
感
と
し
て
、
「
原
電
は

東
海
第
二
発
電
所
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
東
海
発
電
所
の
廃
止
措
置
に
つ

い
て
も
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
む
こ

と
。
ま
た
国
は
、
責
任
を
し
っ
か
り

果
た
せ
る
制
度
設
計
等
、
役
割
・
か

か
わ
り
を
も
っ
て
臨
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

い
か
に
国
策
と
言
え
ど
、
村
長
に

は
〝
今
の
原
発
は
国
民

に
重
大
な
危
害
を
も
た

ら
す
事
業
〟
で
あ
る
と

の
見
極
め
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
賛
成
で
き
る
改
定
】

均
等
割
と
平
等
割
の
減
額
の
対
象

範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
。
５
割
軽
減

分
で
２
２
名
、
２
割
軽
減
分
で
４
９

名
見
込
ま
れ
、
一
定
の
前
進
と
言
え

ま
す
。

し
か
し
７
割
軽
減
対
象
に
つ
い
て

は
、
何
ら
軽
減
措
置
の
拡
大
が
検
討

さ
れ
て
お
ら
ず
問
題
で
す
。

【
反
対
の
改
定
】

賦
課
限
度
額
を
医
療
保
険
分
に
お

い
て
５
８
万
円
か
ら
６
１
万
円
に
引

き
上
げ
る
こ
と
。

こ
の
方
々
の
所
得
は
、
約
７
２
０

万
円
と
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
の
推
移
の
中
で
限
度
額
ギ
リ
ギ
リ

の
方
に
と
っ
て
は
大
変
厳
し
い
。

引
き
上
げ
対
象
者
も
決
し
て
暮
ら

し
の
余
裕
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
捉
え
が
重
要
で
、
村
独
自
の
判

断
が
必
要
で
し
た
。

国
保
は
社
会
保
障
！

相
互
扶
助
制
度
で
は

あ
り
ま
せ
ん

全
国
知
事
会
は
５
年
前
、
国
に
対

し
て
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
の
た

め
に
、
均
等
割
を
廃
止
し
、
地
方
へ

１
兆
円
の
財
政
支
援
を
お
こ
な
う
こ

と
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
全
国
市
長
会
、
町
村
会

も
求
め
て
い
ま
す
。
早
期
に
社
会
保

障
と
し
て
充
実
す
べ
き
で
す
。
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ど
ん
な
事
態
に
な
っ
て
も
、
放
射
性
物
質
を
大
気
に
放
出

し
な
い
技
術
は
完
成
し
て
い
る
か

ー
東
海
第
二
原
発
ー

住宅密集地の隣に立つ

東海第二原発

請願審査＝6月13日の文教厚生委員会より

後期高齢者の医療費自己負担２割への
引き上げに反対する請願

本請願は、今年３月議会に提出され文教厚生委員会（委員長 植木伸寿議員）に付託されていまし

た。大名は紹介議員として、3月14日の委員会で趣旨説明を求められ行いました。委員会ではこの間、

執行部にも説明を要請するなど調査や情報収集を行ってきました。 6月13日の委員会は、委員会と

しての採決を行うため招集されたものです。大名は、採決の様子を見守るため傍聴しました。

委員の発言（要約）を、大名メモからご報告いたします。

清宮壽子委員

○後期高齢者の医療費を２割負担にしなかったら，現役世代の負担が増えるのか？

それはどうか。これだけでは態度を決められない。もう少し勉強したい。

阿部功志委員

○一律２割負担はだめ。期限があるからと、よくわからないのに決めるのは良くない。

村上 孝委員

○２割はきびしい。

村上邦男委員

○ある程度やむを得ない。若い人の負担も大変。９月議会で結論を出すことにして、そ

の間、要望もあるので勉強していくという事でどうか。

大内則夫委員

○高齢者が増えてきて、病気のリスクが高まり医療費が増える。保険制度そのものが崩

壊しかねない。破綻しないためには、応分の負担はやむを得ない。

寺門定範委員

○制度を破たんさせないためには、応分の負担はやむを得ない。別の委員会だがTPPの

請願の時、時間ばかりかけたが、国会で通ってしまった。ある程度のところで判断しな

いと請願の趣旨を通せなくなる。

残念！「高齢者医療には国庫負担の抜本的増額が必要」との意見は皆無
委員会は、「採決無し」で終わりました。採決までの委員会で調査不足があったのでしょうか。調査不

足での採決だとすれば問題ありますが、政策への考え方の違いは交わらない場合もあります。

請願への態度は、調査の中での見極めで決めなければなりません。調査不足を感ずる時は、採決日

程を決める前に主張が必要です。委員会運営のあり方とともに、各委員の政治姿勢が問われる訳です。

請願者 茨城民医連

紹介議員 大名美恵子
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が
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会
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っ
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大
名
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。
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島
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も
、
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が
な
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「
動
か
さ
ず
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が
当
然
で
す
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